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 主 任 社 会 教 育 主 事
濵 田 光 男 ・ 野 村 郁

第39回全国公民館研究集会高知県大会

第39回全国公民館研究集会高知県大会が、10月19・20日に県民文化ホールの会場を中心に

開催されました。　初日は、竹林昌秀氏の基調講演や、「公民館への期待と可能性」をテーマに
社会教育界で著名な若松進一氏をはじめとする方々のパネルディスカッションが行われ、2日目
は、8つの分科会に分かれ公民館が関わる社会教育について事例発表が行われました。家庭
教育支援の第3分科会では、「ぷらうらんどKouminkan」より、療育プラス社会教育として、保護者

の叫びに対応した家庭教育支援の実践が披露されました。『最近は、子ども食堂のことが良く話
題に上がっているが、親子で一緒に食事をとり、同じ空間で顔を見て話をするのが一番だ。たと
え、それがカップラーメンであっても。子どものことを親に任せても、どうしてよいか分からない親
は、マイナス面が子どもに伝わるだけになる。いかに相談しやすい体制を作り、的確なアドバイ
スを出せるような信頼関係を築くかが、社会教育に繋がる』という内容でした。11月7日付けの読
売新聞でも、この内容が紹介されました。

日本ＰＴＡ四国ブロック研究大会

第46回日本ＰＴＡ四国ブロック研究大会高知大会が、10月28日に県民文化ホールで開催さ
れました。　尾﨑高知県知事をはじめ、四国各県からＰＴＡ関係者が一同に揃い、「子どもた
ちが夢を語り、かなえられる時代をつくろう」をスローガンに研修を行いました。四国ブロックＰ
ＴＡ協議会からの会長表彰、土佐市の総合クラブ土佐「青龍」による「よさこい鳴子踊り」披露
の後、記念講演として弓削田健介（ゆげたけんすけ）氏の「いのちと夢のコンサート」を参加
者で拝聴しました。弓削田さんは「音楽版　山下清」と呼ばれ、いのちをテーマに全国を旅し
ながら歌っています。これまで聞き慣れた曲も、改めて弓削田さんから歌詞の意味を説明さ
れ、独特の語りで聴くと、心に染み入り不思議な感覚を覚えました。特に、「ママのスマホに
なりたい」という曲の詩は、「ママはいつもスマホを見ている…」と子どもの切ない気持ちが表
現されたもので、いろいろ考えさせられる内容でした。研究大会終了後、複数のＰＴＡ担当者
の方から、「ぜひ学校や市町村の研修にお呼びしたい」と連絡先を尋ねられるほど、大きな
反響を呼びました。弓削田健介さんにご関心のある方は、下記のアドレスからホームページ
をご覧ください。弓削田さんの思い、コンサートの内容、講演経費などが紹介されています。

http://yugemusic.com/

 
 
 

 
 
 



地域の活動情報をお知らせください
　中部教育事務所では、生涯を通し学ぶ喜びに満ちた教育的風土づくり
を進めるために、各市町村の教育委員会やＰＴＡ、社会教育諸団体と連
携を図りながら支援助言を行っていきます。
　また、情報収集に努め社会教育に役立つ情報を発信していきますので
地域の活動等情報がありましたらお知らせください。

連絡先：高知県教育委員会事務局中部教育事務所
　　　　　　TEL  088-893-6166    FAX　088-893-6167
　　　　　　E-mail   310305@ken.pref.kochi.lg.jp
                　　　　　担当：　濵田光男、野村郁

各地区のＰＴＡ研究大会より

中部教育事務所管内の地区ＰＴＡ連合会で、それぞれ研究大会が開催されました。
○吾川郡ＰＴＡ連合会研究大会・・11月11日（いの町立神谷小中学校）
　☆神谷小中学校生のアトラクション、ＰＴＡ表彰
　☆講演：山岸義浩氏【竹虎株式会社　山岸竹材店社長】
　テーマ　「金がない！　作れない！　竹トラッカー危機一髪」

○土長南国ＰＴＡ研究大会・・・・11月25日（大豊町中学校）
　☆おおとよ小子ども太刀踊り保存会のアトラクション、ＰＴＡ表彰、おおとよ小ＰＴＡ事例発表　　　　　　　
　　　「子ども・学校と地域が連携したおおとよ小学校『おおとよ家』の取り組み」
　☆記念講演：濱川博子氏【臨床心理士】
　テーマ　「発達段階における子どもとの関わり方」～子どもたちが大人になるまでに親としてできること～　

○高岡地区ＰＴＡ研修大会・・・・・・12月3日（津野町福祉交流センター）
　☆ＰＴＡ表彰、津野町ＰＴＡ連合会実践発表「心豊かな子どもを育む特色あるＰＴＡ活動」
　☆講演：腰塚勇人氏　【命の授業　講演家　　　ＮＰＯ法人学校の底力理事】　
　テーマ「命の授業　～児童･生徒の健やかな成長を図るために～」

　それぞれの地域において、大変熱心に研究発表等が開催されました。今回は特に、腰塚さん
の講演から皆さんにお伝えしたいことを紹介いたします。フジテレビの「奇跡体験アンビリバ
ボー」等でも紹介されたので、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、腰塚さんは元中学校の
体育教師でしたが、スキーで頸椎骨折という大けがをしました。一時は首から下が全く動かない
状態で、死にたいという願望がありましたが、周囲の「ドリー夢メーカー」の支えがあり、奇跡的
に日常生活ができるところまで回復しました。その体験を基に、多くの方に命の大切さや「「ド
リー夢メーカー」を広げる活動を現在行っています。今回の研修が、高知県内で80回目の講演
会になったということで、これまでに高知県内で出会った方や須崎市出身で世界陸上に出場し
た鍋島選手の応援に駆けつけた話など、地域の話題を盛り込んでお話しくださいました。
 　短い文章では腰塚さんの講演内容をすべて説明できませんので、ぜひ、次のアドレスにアク
セスして下さい。腰塚さんの熱い思いに触れることができると思います。

http://www.inochi-jyugyo.com/ 　　　腰塚勇人オフィシャルサイト

　
　

 
 
 


